
２年「あなたのための��」（��）

���題
他の�からもらった「お
題」で��を�んでくださ
い。

‹#›

ICT活⽤、他
フォームでお題を�
�。それをカードに
してランダムに配布
した。
構想メモ⽤のワーク
シートをドキュメン
トで作成させた。

この授業の元ネタの�。お
題を募�して、��で�え
ている。

⽣徒から�まった「お
題」の⼀�



「あなたのための��」単元の流れ

１�科書の��を�む。イチオシの��の�想を書き、�流する。 個

�
む

２４�グループで⼀⾸を�担し、�べて�賞する。 グループ

３他のグループに、�担した��を��する グループ

４「あなたのための��」を�む �体

５
６
「あなたのための��」を作る
構想シートに��→��の�作 個

書
く

７「あなたのための��」をお�いに�み�う��を�り�る・アンケートに�える 個

協働で�び�う
��を必ず��
することとと、
��に個に�す
のがコツ。



前�� �科書の��について�ぶ

‹#›

パドレットで
イチオシの��の�
想を書く。

４�グループで⼀⾸を�担し、
グーグルスライドに�賞した内�をまとめる。



他の⽣徒からのお題をランダムに受け�る。構想を�える（下書きシート）

‹#›

お題について相�している�。
�書�だと気軽に相�しやすい。

��の����のコーナーを作ることを�
�司書に�頼。
「お題」のカードを並べて�らせる。



『あなたのための���』の�作を��で��する。
クラス内で「お題」をフォームで�める

‹#›

⽣徒が書いた「お題」は
�の授業ではがき⼤のカードに��



‹#›

ある�からのお題
�しがどんどんかっこ
よくなって�気になっ
ていきます。�しいの
に、�んな�のものに
なっていくようで�し
いし虚しいです。この
��な気持ちを�んで
ください。

下書きはドキュメントで。
�師が�時��状況を捕捉
することができる。



「あなたのための��」
��の⼿�き

��モデルを��的に
��して、��がどの
ように作られている
か、作者の思�プロセ
スを�り�す。
→��の⼿�きにす
る。



‹#›

�しかったことを思い�
し、昔に�りたいと思っ
てしまう。

ある⽣徒が�頼した「お題」
�からの�頼かは�からない。

⽣徒に提⽰したワークシ
ート。
�師が作ってみた思�の
流れに�って作成した。

思�の�果（＝��）だ
けでなく、そのプロセス
も書く。また⼯夫したこ
とも�現させる。
�師は、作品の�来栄え
に左右されずに、⽣徒の
思�を捉えることができ
る。



�成したら、�⽰して⾃由に⾒あう。

‹#›

相��価 
①⾃�のために�んでくれた
�に、お�として�想を書く

②４クラスの作品を�んで、
クラスでイチオシの��にシ
ールを貼る



授業で使う���料を�し、�ぶ
書籍
���書�、�共�書�の�料
個��有の�

インターネット
筆者のサイト、Twitter
��を��しているウェブサイト
���事データベース

中�⽣の作品
現代�⽣百�⼀⾸などの各種コンクール
��に⽣徒が作った��

映�
NHK for School（「NHK���� ベーシック国�」）
YouTube

[ドキュメント20min.] 「あなたのための��1⾸」お
�けします �� ⽊下龍也さん | NHK



パフォーマンス�題とルーブリックの例
パフォーマンス�題

クラスメートの他の�からの「お題」について��を�む。
（�科書や⽊下さんの��の�現技�をできるだけ⾃�でも使ってみることが�件）
��と「下書きメモ」も提�する。

ルーブリックレベルのイメージ
  S（⼤��負け）  A（中２としては優�） B（授業の⽬標クリア） C（授業の成果現れず）

ルーブリックを⽰すことで⽣徒の�体的な⽬標になる。（必ず事前に⽰す）
また、�師にとっては何を⽬指して�援すればよいか�点が�られる。



授業をより�⼒的にするために味付けする
匿�でやりとりする。
中�⽣のお�みを「お題」にする。
「お題」は架�でも良い。
お題はランダムに�り当てられる。
「相⼿の期待に�える」「相⼿に�んでもらえる」という�度なプレッシャー
お題が�によって�うので、上⼿い下⼿が気にならない。下⼿でもよい。
�科書の��を�む��から発�させて��を作る。
�書�の活⽤（�料を⼿にとってみたくなる。�の�とおしゃべり）
�下に掲⽰する。��が⾃�と⽣まれる。他のクラス、先⽣にも�まれる。
�をめくると��があらわれるギミック。�々とめくってみたくなる。



�⼒的、
�果的にする味
付けの
ポイント

�どもと�びをつなげる
 「�どもの�が動くこと」が�優先
 ��者の⽣活から発想し、�びを��につなげる
 すべての活動に必�性、必��があるか�
�葉と��う場のデザイン
 「⼤量の�み書き」が⼤前提
 頭の中を�葉で⼀�にする
 �葉から離れたら、�葉に�す
 �性を�葉につなげ、�葉で�性を耕す。

�どもから�びを⽣み�す
 題材が「⾃�にしか書けないこと」か�
 そこに、�⾏��と��⼯夫があるか�
 �び�い（協働）と沈思黙�（個）のループ
 「あこがれにあこがれる」��性



「あなたのための��」⽣徒からのフィードバックの⼀�



「あなたのための��」⽣徒からのフィードバックの⼀�


